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平
成

２１
年
第
５
回
定
例

会
は
、
６
月

１２
日
か
ら

２５

日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
度
の
（
６
月
度
）
補

正
予
算
は
、
一
般
会
計
で
９

億

９８
万
円
、
特
別
会
計
で
４

億
９
８
０
万
円
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。
国
の
「
経
済
危

機
対
策
」「
雇
用
促
進
対
策
」

な
ど
に
呼
応
し
、
多
く
の
新

規
事
業
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。 

主
な
も
の
は
、
一
般
会
計

で
は
、
歳
入
で
「
地
域
活
性

化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時
交

付
金
」
６
億
８
１
０
万
円
、

「
広
島
県
元
気
づ
く
り
緊
急

交
付
金
」
９
，
０
０
０
万
円
、

「
緊
急
雇
用
対
策
基
金
事
業

補
助
金
」
１
，
３
２
２
万
円
、

「
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業

補
助
金
」
６
５
１
万
円
な
ど

が
増
額
補
正
さ
れ
ま
し
た
。 

 

火
災
報
知
器
配
置

に
補
助 

歳
出
で
は
、
別
紙
明
細
の

と
お
り
、
今
ま
で
保
留
と
な

っ
て
い
た
町
道
改
良
関
連
予

算
、
１
億
１
，
７
４
０
万
円
、

公
用
車
４
台
を
含
め
ス
ク
ー

ル
バ
ス
な
ど
車
両
８
台
、
３
，

９
０
０
万
円
、
小
・
中
学
校

情
報
通
信
環
境
整
備
（
パ
ソ

コ
ン
・
ネ
ッ
ト
・
電
子
黒
板

な
ど
整
備
）・
デ
ジ
タ
ル
テ
レ

ビ
配
置
に
９
，
６
０
０
万
円
、

統
合
小
学
校
建
設
事
業
費
２
，

８
５
５
万
円
、
商
工
会
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
補
助
５
０
０

万
円
、
大
型
破
砕
機
設
置
に

３
，
１
５
０
万
円
、
火
災
報

知
器
全
戸
配
置
補
助
１
，
２

０
万
円
な
ど
追
加
補
正
さ
れ

ま
し
た
。 

 

井
関
定
住
団
地
整
備 

本
格
的
に
工
事
着
工 

特
別
会
計
で
は
、
時
安
、

井
関
定
住
団
地
簡
易
水
道
施

設
整
備
・
修
繕
な
ど
に
１
億

５
，
０
５
０
万
円
、
井
関
定

住
団
地
農
業
集
落
配
水
施
設

整
備
に
５
，
３
０
０
万
円
、

総
合
開
発
特
別
会
計
に
て
井

関
定
住
団
地
関
連
の
事
業
推

進
費
、
整
備
開
発
事
業
費
と

し
て
９
，
９
９
０
万
円
が
追

加
補
正
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
病
院
事
業
会
計
に

て
交
際
費
な
ど
１
４
０
万
円

が
追
加
補
助
さ
れ
ま
し
た
。 

 

な
お
、
全
体
で
人
件
費
に

つ
い
て
、
給
与
の
定
率
減
額

分
、
３
月
末
職
員
退
職
分
減

額
、
期
末
手
当
な
ど
の
減
額

合
計
で
７
，
８
１
５
万
円
が

減
額
補
正
さ
れ
ま
し
た
。 

 

一
般
会
計
繰
越
額
３
億
６
，

３
０
５
万
円
の
内
、
半
額
を

越
す
額
（
２
億
円
）
を
財
政

調
整
基
金
に
積
立
予
定
で
す
。 

 

緊急経済対策に 
１０億円強を予算化

定住・産業対策→４億９千万円

子育て支援対策→２億５千万円

安心・安全対策→２億６千万円

緊急雇用対策等→  ２千万円 

H21年6月補正額
単位：万円（四捨五入）

6月補正額 補正後予算額

9億0,098 1,08億0,098
906 11億6,136
261 3億6,261

4,778 5,478
4,083 18億2,333

1億5,471 7億2,301
3,530

5,401 2億8,461
20

9,990 1億0,040

4億0,890 45億4,560

140 2億6,690

13億1,128 1,56億1,348

病 院 事 業 会 計

合　　　計

簡易水道事業

飲料水供給施設事業

農業集落排水事業

総合開発事業

特別会計 計

会　計　名

一　　般　　会　　計

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険

後期高齢者医療

老人保健

介護保険

分収育林事業
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第
３
セ
ク
タ
ー
５
社
の
平

成

２０
年
度
決
算
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。 

神
石
高
原
町
産
品
販
売
所

で
あ
る
、
「
ま
る
ご
と
市

場
」・「
さ
ん
わ
１
８
２
」・「
油

木
特
産
販
売
」
３
社
の
売
上

高
は
合
計
で
６
億
５
千
万
円

を
超
え
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
福
山

市
の
農
業
売
上
高
に
匹
敵
す

る
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

自
然
と
澄
み
切
っ
た
空
気

と
源
流
の
水
に
生
か
さ
れ
た

「
高
原
」
と
い
う
他
に
無
い

特
色
を
も
っ
た
神
石
高
原
町

を
、
全
国
に
発
信
す
る
「
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
」
の
役
割

を
持
っ
て
い
ま
す
。 

各
シ
ョ
ッ
プ
の
特
色
を
生

か
し
な
が
ら
、
相
互
の
連
携

を
密
に
し
た
戦
略
を
模
索
し
、

町
の
活
性
化
に
繋
げ
た
ら
良

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は

１
８
２
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
核

と
し
た
青
写
真
を
描
い
て
み

た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

 

＜６月度条例改正＞おもなもの 

農地有効利用に分担金徴収条例を改正 
☆一定地域内で農業の組織体（農業法人、営農組合など）が農地や農業

水利施設などの簡易な整備事業（農業用用排水施設、暗渠排水、水路改

修、農道舗装などで 1年以内の工事期間で 1ヵ所の工事費が 200万円以

下）に対し、受益者の負担率を定めた。＝新規事業 

 ◇国が 55%、町が 25%、受益者が 20%の分担率。 

 ◇町か土地改良区が事業主体。 

 ◇平成 21年から 23年までの 3年間。 

 

＜５月度条例改正＞おもなもの 

町職員給与・勤務時間、休暇に関する条例、町議会

議員の報酬などに関する条例を改正 
☆一般職員の 6月支給の期末手当を▲0.15月、勤勉手当を▲0.05月、 

特別職、議員の期末手当を▲0.15月引下げる。 

☆職員の勤務時間を 1日 7時間 45分に改める。⇒H22／1／1から実施

 ◇15分の短縮となる。→昼の部分を調整する 

  （12時 15分～午後 1時⇒12時～午後 1時を休みとする） 

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦 

小
林 

伸
平
さ
ん
（
福
永
） 

佐
々
井
圭
子
さ
ん
（
永
野
） 

 

推
薦
・
同
意
し
ま
し
た 

ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

井関定住団地関連工事契約 
★調整池整備工事 
  株式会社 川上建設 
   69,985,000円 

H21･4･27～H22･2･26 
★町道第２重松線 
  株式会社 武田組 
   79,590,000円 

H21･6･26～H22･2･1 
★団地内道路･水路･公園 
  児玉建設 株式会社 
   69,090,000円 

H21･6･26～H22･2･26 

完成間近のやまなみ文化ホール楽屋 

第
３
セ
ク
タ
ー
・
農
業
公
社 

平
成
２
０
年
度
決
算
報
告
さ
れ
る 

 

各
社
と
も
厳
し
い
経
済
情
勢
の
な
か
昨
年
並

み
の
売
上
を
確
保
さ
れ
ま
し
た 

会 社 名 売 上 当 期 損 益

㈱ 神石 高 原 農 業 公 社 6,950万 円 -98万円

㈱ 帝釈 峡 スコラ 1億 0,611万 円 228万円

㈲ 直売 公 社 　まるごと市 場 2億 6,212万 円 58万円

㈲ 油木 特 産 販 売 　百 彩 館 9,914万 円 29万円

㈲ さんわ １８２ｽﾃｰｼｮﾝ 3億 0,555万 円 202万円

平 成 ２０年 度 第 ３セクター販 売 高
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農
産
物
直
販
所
運
営
事
業 

委
託
先
は
何
故
ス
コ
ラ
な
の

か 
 

産
業
課
長 

ス
コ
ラ
は
、
運

営
も
補
助
事
業
で
行
な
っ
て

い
る
が
、
経
済
効
果
な
ど
目

的
が
達
成
で
き
て
い
な
い
部

分
も
あ
り
、
農
産
物
販
売
所

が
休
眠
中
な
の
で
、
雇
用
対

策
を
含
め
、
ス
コ
ラ
地
域
の

農
産
物
を
集
荷
し
販
売
す
る

事
業
に
取
組
む
。 

 

観
光
客
誘
致
事
業
の
内
容
は 

 

企
画
財
政
課
長 

町
内
の
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に
観
光
案

内
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
Ｐ
Ｒ

を
促
進
し
、
ま
た
新
た
な
観

光
ル
ー
ト
の
作
成
を
行
い
町

内
へ
観
光
客
を
誘
致
す
る
。 

 

広
義
の
意
味
で
観
光
だ
が
、

町
の
観
光
協
会
は
ま
だ
自
立

活
動
ま
で
至
っ
て
い
な
い
の

で
、
提
案
し
な
が
ら
観
光
Ｐ

Ｒ
活
動
や
観
光
事
業
推
進
に

つ
い
て
観
光
協
会
が
主
体
と

な
っ
て
活
動
出
来
る
様
な
体

制
作
り
を
し
た
い
。 

 

木
野
山 

観
光
協
会
の
確
立

と
い
う
意
味
で
、
全
体
の
構

築
を
行
な
う
た
め
に
観
光
協

会
が
計
画
を
も
っ
て
実
施
す

る
方
向
で
良
い
か
。 

 

企
画
財
政
課
長 

そ
れ
は
結

構
で
す
。
観
光
ル
ー
ト
な
ど

そ
ち
ら
を
重
点
で
良
い
。 

 

保
育
所
の
遊
具
施
設
設
置

に
つ
い
て 

 

木
野
山 

全
て
保
育
所
の
関

係
だ
が
、
高
蓋
地
域
に
あ
る

「
ど
ん
ぐ
り
幼
稚
園
」
へ
の

遊
具
設
置
補
助
は
な
い
の
か
。 

 

教
育
課
長 

安
心
安
全
学
校

づ
く
り
交
付
金
で
す
が
、
あ

く
ま
で
公
立
施
設
と
い
う
事

で
私
立
の
施
設
に
は
補
助
要

綱
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

木
野
山 
高
蓋
地
域
の
子
ど

も
は
殆
ど
が
「
ど
ん
ぐ
り
幼

稚
園
」
に
通
っ
て
お
り
地
域

に
よ
っ
て
差
が
あ
る
の
は
良

く
な
い
。
同
じ
割
合
で
幼
稚

園
へ
も
補
助
を
す
べ
き
だ
。 

 

教
育
課
長 

私
立
施
設
の
補

助
要
綱
が
な
い
か
、
検
討
し

ま
す
。 

 

統
合
小
学
校
建
設
は 

 

木
野
山 

統
合
学
校
建
設
に

つ
い
て
新
学
校
の
理
想
像
を

聞
い
た
が
、
地
元
の
賛
同
は

ま
だ
ま
だ
の
感
が
す
る
。
方

策
な
ど
考
え
が
あ
る
か
。 

 

教
育
課
長 

地
元
の
問
題
に

つ
い
て
は
、
跡
地
利
用
の
問

題
も
あ
る
。
一
緒
に
問
題
を

探
り
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え

て
行
き
た
い
。 

 

木
野
山 
一
緒
に
考
え
る
と

い
う
事
が
大
事
だ
。
賛
同
も

得
ら
れ
る
と
思
う
。
場
を
設

け
る
こ
と
を
提
案
す
る
。 

エ
コ
バ
ッ
ク
作
成
業
務
に 

７
０
０
万
円
の
予
算
だ
が 

 

木
野
山 

事
業
内
容
と
、
ど

の
よ
う
な
効
果
を
期
待
し
て

い
る
の
か
。 

 

企
画
財
政
課
長 

カ
イ
ハ
ラ

産
業
か
ら
ジ
ー
ン
ズ
生
地
を

提
供
し
て
い
た
だ
き
、
町
内

の
縫
製
業
者
に
手
提
げ
と
背

負
え
る
物
を
一
体
と
し
た
形

の
バ
ッ
ク
を
作
り
、
全
戸
に

配
布
す
る
。
効
果
は
ご
み
減

量
効
果
に
努
め
る
全
国
規
模

の
運
動
と
一
緒
で
あ
る
。 

粗
大
ご
み
中
間
処
理
施
設 

導
入
の
内
容
は 

 

木
野
山 

や
っ
と
実
現
し
ま

し
た
。
内
容
は
。 

 

環
境
衛
生
課
長 

大
型
破
砕

機
を
Ｒ
Ｄ
Ｆ
施
設
に
設
置
。 

家
具
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
粉

砕
処
理
す
る
。
委
託
処
理
費

の
節
約
と
粗
大
ご
み
処
理
の

利
便
性
が
上
が
る
。 

 

木
野
山 

小
畠
地
区
の
水
道

の
老
朽
化
は
ど
う
す
る
。 

 

環
境
衛
生
課
長 

管
水
路
統

合
計
画
の
中
で
総
合
的
に
検

討
中
で
す
。 

 

木
野
山 

こ
の
度
の
緊
急
町

道
改
良
に
、
合
算
方
式
の
発

注
を
し
た
ら
。 

 

総
務
課
長 

こ
れ
か
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。 

 

建
設
課
長 

合
体
工
事
の
場

合
、
単
体
で
積
算
す
る
。
入

札
の
際
口
頭
で
伝
え
て
い
る
。 

雇用創出基金事業で、①スコラの
農産物直販所に臨時職員を３年間採
用する予算案（322万円）について、
１８２ステーションは集客力もあ
り、１８２を核にしてここから再度
町内へ入ってもらう体制作りは出来
ないものかと質問しました。 
また同じく②観光案内 PR、観光ル
ート企画立案し観光客誘致事業とし
て臨時職員を採用ともあり、直接的
PR 活動も大事ですが、まず観光資
源とはなにか。出来るだけ広義に捉
え、データベースの集積からはじめ
るべきではないかとの思いから、観
光という概念をどう捉えているの
か。 
質しました。 

三和地域の統合小学校建設につい
ては、完全に地元の同意が取れている
かといえば、そうでもなく説明会へ行
っても同じ答でうんざり。という地域
の人も多い。新しい学校はどんな学校
にしようか、問いかける場を作って一
緒に考えれば賛同も得られるし、新し
い「おらが学校」との想いが、理想の
子達を育て、町を創るのでは。 

広石班 炭焼き火入式 
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町
立
病
院
の
医
師
確
保
は

ど
う
す
る
の
か 

若
者
の
雇
用
対
策
に
プ
ラ

チ
ナ
人
材
セ
ン
タ
ー
を 

統
合
す
る
小
学
校
の 

具
体
的
姿
が
見
え
な
い 

木
野
山 

患
者
数
の
減
少
は

外
科
医
師
の
不
足
が
原
因
と

の
事
だ
が
、
指
定
管
理
者
の

陽
正
会
に
責
任
が
あ
る
。
陽

正
会
か
ら
医
師
確
保
は
出
来

な
い
の
か
。 

 

副
町
長 

医
師
確
保
は
陽
正

会
か
ら
と
い
う
の
が
原
則
だ

が
、
全
国
的
に
医
師
不
足
で

寺
岡
理
事
長
を
も
っ
て
し
て

も
困
難
と
い
う
状
況
だ
。

県
・
町
・
陽
正
会
３
者
が
一

体
と
な
っ
て
確
保
の
努
力
を

す
る
。
来
月
か
ら
外
科
医
確

保
の
可
能
性
が
あ
る
か
も
。 

木
野
山 
町
病
院
の
Ｈ
Ｐ
に

は
訪
問
医
療
を
行
う
と
あ
る

が
実
際
は
出
来
て
い
な
い
。

責
任
が
あ
る
の
で
は
。 

 

副
町
長 

現
実
問
題
と
し
て

医
師
不
足
で
手
が
回
っ
て
な

い
。
寺
岡
理
事
長
と
も
協
議

し
３
ヶ
月
見
て
か
ら
解
決
の

た
め
に
検
証
す
る
。 

 

木
野
山 

何
事
も
最
初
が
肝

腎
だ
。
町
長
は
理
事
長
と
の

ト
ッ
プ
会
談
で
は
温
和
な
態

度
の
中
に
も
意
志
を
は
強
く

も
っ
て
交
渉
を
お
願
い
し
た

い
。 

町
長 

そ
の
よ
う
に
や
っ
て

い
き
た
い
。 

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
の
進
捗
状

況
は 

 

木
野
山 

総
務
省
の
補
助
事

業
と
し
て
認
可
さ
れ
る
か
。 

 

町
長 

従
来
の
総
務
省
補
助

と
臨
時
交
付
金
で
総
事
業
費

の
９
割
が
可
能
。
あ
ら
ゆ
る

手
を
う
っ
て
加
入
率
を
上
げ

た
い
。 

 

木
野
山 

設
計
業
者
の
選
考

の
段
階
で
す
で
に
予
定
が
ズ

レ
て
い
る
。
間
に
合
う
の
か
。 

 

企
画
財
政
課
長 

６
月
末
に

申
請
。
設
計
会
社
を
選
定
し
、

提
案
を
修
正
し
運
営
会
社
を

選
定
。
事
業
内
容
が
確
定
し

た
ら
住
民
説
明
を
開
始
。
１０

月
認
可
予
定
。 

 

木
野
山 

事
業
内
容
の
確
定

が
遅
い
の
で
住
民
説
明
が
早

い
内
に
出
来
な
い
。
事
業
は

年
内
に
出
来
る
の
か
。 

行
政
告
知
に
は
１
０
０
％

の
加
入
が
必
要
。
ど
う
す
る
。 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
使
用
し
視
覚
に

訴
え
た
ら
ど
う
か
。 

 

企
画
財
政
課
長 

自
治
振
興

会
、
共
聴
組
合
単
位
で
説
明

を
行
な
う
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の

利
用
に
つ
い
て
は
業
者
提
案

も
あ
る
。
そ
の
中
で
業
者
を

選
定
す
る
。 

 

木
野
山 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
は
法
的
に
高
齢
者
に

対
し
臨
時
で
短
期
の
仕
事
を

請
負
・
委
託
形
式
で
斡
旋
し

て
い
る
。
こ
の
考
え
を
若
者

に
適
用
で
き
な
い
か
。 

町
長 

若
者
の
場
合
は
法
的

な
裏
づ
け
が
無
い
。
あ
ら
ゆ

る
可
能
性
を
検
索
し
検
討
す

る
が
、
ま
ず
自
ら
が
立
ち
上

が
る
と
い
う
方
向
性
を
持
ち
、

そ
れ
と
行
政
が
タ
イ
ア
ッ
プ

す
る
方
向
性
が
良
い
の
で
は
。 

木
野
山 

充
実
し
た
学
校
教

育
環
境
を
創
造
す
る
に
は
統

合
が
必
要
と
言
わ
れ
る
が
、

統
合
小
学
校
の
具
体
像
は
。

教
育
長 

未
来
を
拓
き
、
社

会
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
わ

が
町
を
誇
り
に
思
う
子
ど
も

の
育
成
を
め
ざ
す
。
統
合
前

の
各
学
校
の
特
色
を
生
か
し

地
域
と
の
繋
が
り
を
大
切
に

す
る
。
教
育
効
果
を
高
め
る

施
設
整
備
は
、
今
後
設
置
す

る
委
員
会
に
て
検
討
頂
く
。 

前日の同僚議員の質問によ
り、4月 1日開院した町立病院
は、看護師の減（正看 60→正
看 23准看 14介護補助 23）に
よる人件費削減部分では黒字
化は困難であり、患者数も減少
傾向、医師も 1名減で外科医が
常勤でないとの回答を受け、地
元紙に「町病院は赤字の見通
し」と大きく掲載された。財政
基盤の弱い本町にとって、町病
院の赤字は致命傷だ。そうでな
くとも県病院時代と比較する
と、理事を含めれば 3名の町職
員が専属で事務に当たってお
り単独の町費が増加している。

危機感をもって質問しました。

文化の里高蓋芸能まつり 

CATV事業は、H23年
度事業開始に向け準備
作業に入ったが、サー
ビス内容も未だ確定せ
ず、加入率など不安が
多い。どうなっている
のかを質しました。 

＝風に乗って＝ 
国の緊急の経済危機対策、雇用促進対
策に呼応しての、過去にない大幅補正予
算です。緊急経済対策なので積立て実施
という訳にはいきません。年度内消化が
原則。効率の良い事務事業の実施が必要
です。財源不足で見送っていた町道改良
など多くのメニューが提案されました。
井関定住団地も 1年前倒し、CATVも対
応できれば財源は確保できるとの事。 
この度、時短の条例を可決しましたが、
論議されたのは、短縮で行政サービスの
低下とコストの上昇を招かないかの点で
した。役場の職員の雇い主は「町民」で
あるとの本質を自覚し、意見を現場に生
かし町民の不利益にならないようにする
との町長答弁。厳しい 1 年になりそうで
す。 


